
感情描写動詞の語彙と文法的特徴

感情描写動詞の語彙 と文法的特徴

山 岡 政 紀

1a感 情描写動詞 とは何 か

本稿 の テーマで あ る感 情描 写動詞 の定 義 を確認 す る前 に,感 情動詞分 類*1に

つ いて確 認 す る。 まず,感 情 動詞*2と は,人 の心理 的現象 に言及 す る こ とを語

彙的意 味 と し,経 験者格*3を 必須 項 と して取 る動詞 の総称 であ る。筆 者 は これ

を 〈感情 表出〉 とい う文機 能*4を 基準 と して三 つ に分類 す る。

ここで,〈感情表 出〉とは,話 者が発話 時の 自 らの感情 を表 出す る文機能 であ り,

典型 的 には(1>aの ような感情形容詞 文 におい て発動す るが,(1)b,cと も,経 験

者 格が 第1人 称 に指定 され,文 の時制意味 が現在 で あ り,〈感情表 出〉文 となる

動詞文 の例 で ある。

(1)aあ あ,苦 しい。+[1]Ex*5

bあ あ,む かつ く。+[1]E・

Cあ あ,腹 が減 った。+[1]E・

bの ように,文 の述語が ル形終止 の時 に 〈感 情表出〉 となる動詞語彙 がA)「 感

情表 出動詞」 であ る。他 に 「痛 む,腹 が立 つ,ド キ ドキす る,虫 酸 が走 る」 な ど

があ る。

cの ように,タ 形終止 の時 に 〈感情表 出〉 となる動詞語彙 が(B)「感情変化動詞」

であ る。 タ形 を用 いてはい るが,変 化後 に維持 されてい る感情状態 を表 現 し,そ

のため時制意 味が現在 となる特殊 な動詞 であ る。他 に 「あ きれた,困 った,足 が

しびれた,肩 が凝 った」 な どが ある。

そ して,(2)の よ うに,語 彙 的意味 が人の感情 に言及 している点 では(A),(B)と 共

通 しているが,ル 形 終止で もタ形終止 で も 〈感情表 出〉 とな らない動詞語彙 があ

る。

(2)??あ あ,苦 しむ/??あ あ,苦 しんだ。

この種 の動 詞 は,他 人 の感情 を客観的 に描写す る ことが主 た る用 法 なので(C)「感

情 描写動詞」 と呼 ぶ。他 に 「怒 る,苦 しむ,喜 ぶ,楽 しむ,ガ ッカ リす る」 な ど
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があ る。

感情 とい う語 彙的意味 それ 自体 をその意味特徴 か ら分類す るこ とがで きる。1

思考 ・2情 意 ・3感 覚 ・4知 覚 の4分 類 であ る。 これは上述 の文機 能論的 な3分

類 に対 して横 断的 な交差分類 となる。

この4分 類 を区別 す る文法上 の テス トとして,山 岡(2000b)4.1.2で は三 つ の

文法 的特徴 を提 案 した。第一・に程度副詞 の修飾 が可能で あるか,第 二 に補 文 を承

け るこ とがで きるか,第 三 に経験者格 の部分 ガ格*率6を取 るか,で あ る。

[表]は 両 者の交差分 類 を一覧 に し,意 味特徴 の4分 類 をテス トす る三項 目を

加 えた ものであ る。これ によって,感 情描写動詞 は思考描 写動詞 ・情意描 写動 詞 ・

感覚描写動 詞 ・知覚描 写動詞 に4分 類 され る。

[表]感情動詞の文機瀧 論的3分 類と意味特徴による4分 類の交差分類

感情動詞 1思 考 2情 意 3感 覚 4知 覚

A感 情 表 出動詞

[1]+V-ru

A-1思 考 表 出

～ と(～ く)思 う

A-2情 意 表 出

困 る

A-3感 覚表出

胃が痛 む

A-4知 覚表出

見 える

B感 情 変化 動詞

[1]+V-ta

s思 考変化

ひ らめ く

B-2情 意変化

あ きれ る

B-3感 覚変化

肩が凝 る

C感 情描写動詞 C-1思 考描 写

～ を思 う

C-2情 意 描 写

怒 る

C--3覚 描 写

顔 が ほ て る

C-4知 覚描 写

見 る

程度副詞修飾 x 0 0 X

補文を承ける 0 X X X

部分ガ格 x X 0 X

※左端の欄 に記載 されている文型表示 は,〈 感情表出〉 となる際の構文の型。[1]は 省略可

能 な第1人 称経験者格。V(動 詞部)の 後は,時 制辞(異 形態 あ り)を 表 している。

この分類 に よる感情描 写動 詞 の文法 的定義 は,「 語彙 的意味 として人の感情 を

表現す るが,ル 形終止 で もタ形 終止で も 〈感情表 出〉 とな らない動詞語彙」 とい

うことに なる。次節 以降で,そ の意味 的 ・文法 的特徴 につい て考察 したい。
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2.感 情描写動詞 の テイル形 は 〈感情表 出〉 となるか

2.1問 題提起

ル形 で もタ形 で も 〈感 情表 出〉 とならない語 彙 を感情描写動詞 とす るこ とは1

節 で述べ たが,す る と,感 情描写動詞 を用 いて 〈感情表 出〉文 は全 く作 れ ない の

か,別 の形式 に よって可能 なのか,と い うこ とが問題 となる。 これ こそ,こ の語

彙 をめ ぐる最大 の問題 で ある。

〈感 情表出〉 の定義 を改 めて確認 す る と,「話者 が発 話時 の 自らの感 晴を直接 的

に言語化 す る文機 能」 とな る。 これ を発 動 す る ための命 題 内容条件 の第1は,

「述語 が感情 性述語 で あ るこ と」 であ る。感 情描 写動 詞 は感情 動詞 の下位 分類 で

ある以上,こ れ を満 た してい る。命題 内容条件 の第2と 第3は,そ れぞれ 「主語

が 第1人 称経験 者格 であ る こと」 と 「時制意 味が現在で ある こ と」 であ る。 とこ

ろが,こ れ らを満たす文 を作 ろ うと して も,現 在 となるはず のル形 で は 〈感情表

出〉 とな らない ばか りか,不 適格 な文 とな って しまったわけで あ る。

(1)??私 は苦 しむ。

そ こで,主 語 は第1人 称 の ま まで,述 語 をテ イル形 とす る とどうなるか。 この場

合,(2)の ように文法 的 な文 となる。

(2)私 は苦 しんでい る。

この文 の時制 意味 も現在 で あるか ら,ま さに 「話 者が発 話時 の 自らの感情 を直

接 的 に言語化す る文機 能」 との定義 に合致 した 〈感情表 出〉 の ように も見 える。

同 じことは感情描写動詞 のテ イル形 を述語 とす る文 にはすべ て共通 して言 えるこ

とであ る。

(3)私 は今,旅 行 を楽 しんで い ます。

(4)私 は試験 の不合格 にガ ッカ リ してい ます。

この問題 を検討す るの に先立 って,感 情表 出動詞 のル形 とテイル形 の対立 につ

い て見 てお きたい。

2.2瞬 間的現 在 と持続的現 在

以下 は,山 岡(2000b)4.2.1か らの引用 で ある。

(5)あ あ,腹 が立 つ。+[IBEX

(5)は形式上 は主語が省 略 されてい るが,(5)が 発話 されれば 自動 的 に第1人 称主

語 が含 意 され る。 その理 由は,感 情表 出動詞 のル形 は主語 が第1人 称 の場合 に し

か文法的 にな らない とい う制約 があ るか らで ある。 これ はモ ダ リテ ィの人称制 限

と呼ばれ た現象 と連続 してい る。
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(6)私

*あ なた は騒音 に腹 が立 つ。

*次 郎

この こ とは,感 情表 出動詞 のル形 が 〈感 情表 出〉専用 の形式 であ る ことを示 し

てい る。 ところが,こ れ をテ イル形 にす る と,そ の ような人称 制限が な く,い ず

れ も文法的で ある。

(7)私

あなた は騒音 に腹が立 ってい る。

次郎

このため,(2)～(4)の 例文 はいずれ も第1人 称主語 を省 略す る ことが で きない。

この よ うな両者 の違 いが生 じる原 因 は,〈 感 情表 出〉,〈感 情描 写〉 とい う文機

能それ 自体 の質 に由来す る時間的制約の問題 と考 え られ る。

〈感情表 出〉 は外 部か らは見 えない内面の心 理 を一時 的 に表 出す る もので ある。

この 〈感 情表 出〉 を動詞 とい う時間的制約 の強 い品詞 に よって行 う場合,表 出 と

発話 との同時性 が必然 的 に生 じる。つ ま り,発 話 されて いる時 だけその感情 は表

出 されている ことになる。実際の感 情が継続 していた として も,言 語 的 には 〈感

情表 出〉 と当該発話 との同時性 が保証 されなけれ ばな らない。感情表 出動詞 のル

形 は この同時性 を表現 す る形式で ある。

一方
,〈感 惰描 写〉 は,表 情 や態 度 として持続 的 に表 出 されてい る感 情 を,二

次的 ・間接 的 に描写 す る もので あるか ら,描 写 と発 話 との間に同時性 が求め られ

る ことはない。発話 時 は持 続す る感情状態 の一 時点 として,包 含 されれば よい。

これ を表現す るの に適 した形式が テイル形 であ る。 テイル形 は,そ の発話 時が,

発話時以前 か ら以後へ と継 続す る状 態 の一 時点であ るこ とを表 してい る。

この ようなル形 とテイル形 の違 い を示 すの は,感 情状 態 の持続 を意味す る副詞

との共起 が可 能か どうかで ある。

(8)*私 は きの うか らず っ と腹 が立つ。

(9)私 は きの うか らず っと腹 が立 ってい る。

上 に見 た二 つの 「現在 」 を区別す る考 え方 は既 に存在 している。 中右(1994)で

は,発 話時 と同時性 のある現在 を 「瞬 間的現在」(instantaneouspresent)と 呼び,

後者 の発話 時 を包含 す る現在 を 「持 続 的現在」(durationalpresent)と 呼 んで区

別 してい る。そ して,こ の両者 を区別 す る根 拠 として,や は り,持 続性 を表す副

詞 との共起 の有無 を挙 げている。

⑩a*わ た しは つ ねつ ね/い つ も トムが スパ イだ と 思 う。
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bわ た しは つ ねつね/い つ も トムが スパ イだ と 思 ってい る。

中右(1994)は この両者 の区別 をモ ダ リテ ィの定義 の中に盛 り込 んでい るが,本

稿 にお ける文機 能 は,従 来のモ ダ リテ ィを純粋 に意味範疇 として捉 え直 した もの

であ るか ら,そ の意味 的特徴 において共通す る ことは 自然 なこ とであ る。

非 過去形 の時制意味 が 「瞬間的現在」 となる述語語彙 と しては,感 情表 出動詞

の他 に,遂 行動 詞が ある。例 えば,「 この子 を正太 と名づ ける」 と宣言 す る場合,

そ う発話 す るこ と自体が命名 の遂行 に当 たる。 したが って,行 為 と発 話 との同時

性 が論理的 に保 証 される。

さて,感 情形 容詞文 では人称制 限 はあるが,持 続性 を表 す副詞 との共起 が可能

で ある。

⑪ きの うか らず っ と腹立 た しい。+[1]Ex

その一方で,(12)の ように,「 瞬 間的現在」 と言 うべ き用 例 もある。

⑫(電 車 内で足 を踏 まれて)痛 い っ!

この こ とか ら,感 情形容詞文 の非過去 形 は 「持続 的現在」 に も 「瞬間的現在」

に もな り得 る と考 える。形容詞 とい う品詞 は本来 的 に状態性 を有 してお り,動 詞

と違 って,い わゆるアスペ ク ト的要素 が もともとない ことか ら,持 続 的か瞬 間的

か を規定 す る要素 は形容詞 その もの には含 まれてお らず,文 中 に共起す る副詞や

文脈 な どによって決定 される こ とになる。そ の他 の形容詞,名 詞述語,狭 義 の状

態動詞 の非過 去形 につ いて もこれ と同様 の ことが言 える。

以上 の こ とか ら,感 情表 出動詞 のテ イル形 は,二 次 的な 〈感情描 写〉 に適 して

い るが,直 接 的 な 〈感情 表 出〉 には適 さない,と い うことにな る。

2.3感 情描写動詞 を排 除す る 〈感情 表 出〉 の命題 内容条件

2.2で は感 情表 出動 詞 を例 に とって述べ て きたが,感 情描 写動詞 の テイル形 に

ついて も全 く同様 のこ とが言 える。

(9)私 は きの うか らず っ と腹 が立 ってい る。[持 続的現在]〔感情表 出動詞〕

(].3}私は きの うか らず っと怒 ってい る。[持 続 的現在]〔感情描写動詞〕

(9)と(13}がその テ ンス ・アスペ ク ト上 の特 質 にお いて全 く一致 してい る点 を見 て

も,感 情描 写動 詞 のテイル形が持続 的現在 で ある ことが見 て取 れ る。そ して,テ

イル形 において は,個 に見 られる ように,人 称 制限が一切 ないため,主 語 の省 略

はで きない(文 脈 や場 面 な どか らの省 略 はあ り得 る)。 つ ま り,⑬ は他 人 の感 情

状態 を描写 す るの と同 じように,話 者 自身の感情状 態 を,い くらか客観 的 に描 写

してい るので ある。
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αの 私

あなた は騒音 に怒 ってい る。

次郎

感情描 写動 詞 と感情表 出動 詞が異 なるのは,ル 形 の時制意味 にお いてである。

感情 表出動詞 のル形 は現在(た だ し,瞬 間的現在)と なるの に対 し,感 情描写動

詞 のル形 は現在 とはな らず,未 来か超 時 となる。

⑯ 私 は,騒 音 に腹 が立 つ。[瞬 間的現在]〔感情 表 出動詞〕

(16}そ ろそろ返 して くれ ない と,私,怒 る よ。[未 来]〔感情描写動 詞〕

(17}父 は,気 に入 らない こ とが ある とす ぐ怒 る。[超 時]〔感情描 写動詞〕

この こ とは,感 情描 写動詞文 が 〈感情 表 出〉文 を作 るこ とがで きない ことと表

裏一体 であ る。

以 上 に よ り,〈感 情表 出〉 の命題 内容 条件 の初期 条件 にお いて,テ イル形 を排

除す る⑤ の項 目が入 っ てい た こ とが 更 に傍 証 を得 た こ とに なる(山 岡(2000b)

2.4.2.1)o

〈感 情表 出〉 の命題 内容 条件(初 期)

①述語 が感情性述語 であ るこ と

② 主語が第1人 称経験 者格 であ る こと([1]Ex)

③ 非過 去時制辞 を接続 す るこ と

(ただ し,述 語が感情 変化動 詞 の場合 は,過 去 時制辞 を接 続す る こと)

④ モ ダ リテ ィ付加辞*7を 接 続 しない こ と

⑤ アスペ ク ト接辞 一tei一を接 続 しない こ と

つ ま り,〈感情表 出〉 は持続 的現在 を排 除す る もの では ないが(感 情形容 詞 の

場合 な ど),動 詞 を用 いて 〈感情表 出〉を行 う場 合 には,持 続 的現在 は排 除 され る。

それが,動 詞 に持続性 を与 えるテ イル形 の排除へ とつ なが るわ けで ある。

この2節 で問題提起 した 「感情描 写動 詞 のテイル形 は 〈感情 表出〉 となるか」

との問い に対 す る結論 と して は,「 〈感情 表 出〉 とは な り得 ない」 とい うことにな

る◎

3.感 情 描写 動詞の文法 的諸特徴

本節 で は,感 情描写動詞 の文法 的特徴 につ いて,2節 で考察 した点以外 に,ア

スペ ク ト,ボ イス,意 味格,テ ンス,文 機能 の五つ範疇 の観 点か ら考察す る。各
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範 疇 は相 互 に連 関 しているが,便 宜上,こ れ らの範疇 ご とに小節 を立 てて論述す

るこ とにす る。

3.1感 情 描 写 動 詞 の ア ス ペ ク ト上 の 特徴

感情 表 出 動 詞 の ア スペ ク ト的特 徴 につ い て は,山 岡(1999)に お い て,ア スペ ク

ト形 式 が付 加 し得 る とい う文 法 現 象 を も とに,金 田 一(1950)の4分 類 に お け る「継

続 動 詞」 に類 す る もの で あ る こ と を論 証 した。

同 時 に,(1)が 非 文 で あ る こ と につ い て も,分 類 とは無 関係 な が ら言 及 した。

(1)*正 夫 は腹 が 立 ちお わ った 。

これ につ い て は,～ オ ワル をつ け る こ とが で きる の は,動 きの全 体 量 が 決 まっ

て い る もの に限 られ る と指 摘 した森 山(1983)に 言 及 す る に と どめ た 。

この こ とを よ り正 確 に記 述 した の が 三原(2000)で あ る と言 え る。 す な わ ち,三

原(2000)で は,金 田0の4分 類 で は な く,Vendler(1967)の4分 類 に依 拠 して い る。

両 者 の 決 定 的 違 い は,金 田0の 「継 続 動 詞 」 に当 た る もの が,Vendlerで は 完 了

的(telic)か 未 完 了 的(atelic)か に よ っ て,「 達 成 動 詞(accomplishment)」,「 活

動 動 詞(activity)」 の 二 つ に区 分 され て い る こ とで あ る。 そ して,上 述 の 「動 き

の全 体 量 が 決 ま っ て い な い」 とい うの は,未 完 了 的(atelic)で あ る とい う こ と

に相 当す るの で,結 局,感 情 表 出動 詞 は活 動 動 詞 に限 定 され る こ と にな る。 つ ま

り,感 情 表 出 動 詞 が 未 完 了 的 で あ る とい うア ス ペ ク ト上 の特徴 は,Vendler分 類

に依 拠 す る方 が,よ り厳 密 に規 定 で きる こ とに な る。 この 点 に お い て 三原(2000)

は,山 岡(1999)を よ り厳 密 に規 定 し直 した もの と位 置 づ け る こ とが で きる。

これ と同 じ く,感 情 描 写 動 詞 も また,次 の 「悲 しむ」 に見 られ る よ う に,活 動

動 詞 で あ る。

(2)彼 は心 か ら悲 しん で い る 。[継 続 状 態 相]

(3)*彼 は悲 しみ お わ っ た。

また,感 情 変 化 動 詞 につ い て は,山 岡(2000a)で 述 べ た 通 り,基 本 的 に変 化 動

詞(到 達 動 詞)で あ る と筆者 は考 え,分 類 の名 称 に 「変化 」 の語 を用 い て い る。

(4)は典 型 的 な変 化 動 詞 だ が,(5)も また主 観 的 な感 覚 にお い て(4)と 同様 の結 果状 態

相*8と 見 るべ きで あ る。

(4)洗 濯 物 が 乾 い て い る。[結 果 状 態 相]

(5)の どが 渇 い て い る。[結 果 状 態 相]

感 情変 化動 詞 の場 合,通 常 の変 化動 詞 と異 な るの は,(6)の タ形 も,テ イ ル形 と

同様 の結 果 状 態 相 の解 釈 が 可 能 で,時 制 意 味 が現 在 とな る こ とで あ る。
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(6)の どが 渇 い た。

詳 細 は 山 岡(2000a)で 一 度 述べ て い る の で略 す る。

3.2感 情 描写動詞の ボイス上 の特徴

山岡(1999)に おいて,(7)に 見 られ る ように,感 情表 出動 詞 と感情描 写動詞 との

間で同語根 の対応 が見 られ る場合,必 ず,感 情表 出動詞 は 自動 詞,感 情描写動詞

は他動詞 とい う関係性 が見 て取 れた。

(7>感 情表 出動 詞(句)感 情描写動 詞(句)

[補文]よ うな予感 がす る[Ex]が[Ob]を 予感 す る(思 考)

[Ob]が 気 になる[Ex]が[Ob]を 気 にす る(情 意)

[Ex]に[Ob]が 見 える[Ex]が[Ob]を 見 る(知 覚)

ここで 「他動詞」 としてい たの は,対 象格 の ヲ格 を取 る動詞 の ことであった。

つ ま り,「横 断歩道 を渡 る」 の ような場 所格(経 路)の ヲ格 な どは考慮 しない と

い うことで ある。

しか し,同 語根 の対応 関係 を もたない感 情描写動詞 を見 る と,対 象格 の ヲ格 を

取 らない ものは数多 くあ る。例 えば,「憤 る,苛 立 つ,怒 る,落 ち着 く,お のの く,

怯 える,苦 しむ,じ れる,た じろ ぐ,戸 惑 う,悩 む,迷 う」 な どで ある。

一方
,感 情表 出動 詞の方 は,構 文 と して ヲ格 を取 る ことが ない。例外 として 「(怒

り,嫌 悪感,快 感,不 快感,な ど)を 覚 える」 があ るが,ヲ 格 名詞句 が直接受動

文 の主語 とな らない点(*怒 りが覚 え られる)や,副 詞 が ヲ格 名詞句 と動詞 とを

分断 して挿入 で きない結合度 の強 さ(*怒 りを非常 に覚 える)な どか ら,こ れ ら

は一種 の成句 と して全体 で一つの 自動詞相 当である と考 える。

したが って,感 情動詞分類 と自他動詞 の対立 との相 関の うえで言 える ことは,

「感情 表 出動詞 はすべ て 自動詞 で あ る」 とい うこ とだけで ある。感 情描写動 詞 に

お いては,自 動詞 と他動 詞 とが混在 している ことになるので,相 関が ある と言 え

ない。

それ よ りもむ しろ重 要 なこ とは,感 情表 出動詞 の場合,経 験 者格が しば しば語

彙的意味 の中に取 り込 んで背 景化 し,無 格 の主題専用項 となるこ とで ある。(7>の

感情 表 出動詞(句)の 表示 の うち,経 験 者項が示 されてい ない もの は,経 験者 が

主題専用項 であ るこ とを意味 している。 そ して,そ の経験 者主題 は,通 常,第1

人称(=話 者 自身)で あ るのが 自然で ある。本稿 で は以 下,背 景化 している経験

者格 の表示([Ex]は)は 省 略す る。

それに対 して,感 情描写動 詞(句)で は経験者格が ガ格 の形 で項構造 の0部 を
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成す。 この両者 の関係 は自他動 詞 の関係 とい うよ り,(8)の ような,一 部 の感情形

容詞 と感情描写動詞 との対応 関係 と似 てい る。

(8)感 情形容 詞 感情描写動詞

[Ob]が 憎 い 一[Ex]が[Ob]を 憎 む

[Ob]が 措 しい[Ex]が[Ob]を 惜 しむ

この対応 関係 も0種 の ボイス対立 である こ とは確 かだが,自 他動詞 の対立 の よ

うに純粋 に構文論 的 なボイス対 立 と違 って,主 題 と述部 との情報構 造上 の違 いで

あ り,さ らにそれが文全体 の文機能 の違 い に密接 に関連 して いる。 この例 では,

経験者格 を背景化 した感情 形容 詞 は 〈感情表 出〉 に適 し,経 験者格名詞句 を必須

項 とす る感情描写動詞 は 〈感情描 写〉 に適 してい る。 この両者の対 立 を仮 に 「文

機 能論的 ボイス対立」 と呼ぶ こ とにす る。 これについて は,4節 で各語彙 ごとの

具体的記述 を行 う際 に,個 々 にその都 度言及す る ことにす る。

3.3感 情描 写動詞 の意味格 上の特徴

3.2で は他 動詞 の定義 を 「対象 格 の ヲ格 を取 る動 詞」 とした。場所 格 の ヲ格 を

取 って も他 動詞 とは しないの は,そ れが直接 受動文 の主語 とな らない な どの特徴

に よる。そ の ような観点 で見 る と,感 情描 写動詞 の中には,ヲ 格名 詞句 を取 る も

のの,そ れが直接 受動文 の主語 とは な らない ものある。⑨ を直接受動化 したのが

⑪ だが,こ れ に よる と 「憎 む」 の ヲ格 は対象格 と言 えるが,「 嘆 く」 の ヲ格 は対

象 格 とは言 えない。

(9)a和 夫 は凶悪 な犯 人 を憎 んだ。(10}a凶 悪 な犯 人 は和夫 に憎 まれ た。
---ｺ

b和 夫 は不運 な事故 を嘆 いた。b*不 運 な事 故 は和 夫 に嘆 かれた。

(9)bの ヲ格 は原 因格 と考 え る。その根拠 は,山 岡(2000b)1.3.3に 記 した ように,

格助詞句 ノセ イデ と交替 し得 るもの を原 因格 と考 えるか らである。 ここで 「ノセ

イデ」 に置 き換 え られ るのは,「 嘆 く」 の方 だけであ る。

⑳a*和 夫 は凶悪 な犯人 のせ いで憎 んだ。

b和 夫 は不運 な事 故 のせ いで嘆 いた。

原 因格 の読 み しか ない ノセ イデ格 に置 き換 える こ とに よって,「 憎 む」 に とっ

て対象格 の ヲ格 が必須 項 である ことが浮 き彫 りになる。

さらに,ヲ 格 とノセ イデ格 との共起 は可能 だ ろ うか。

⑫a和 夫 は凶悪 な犯 人のせいで社会全体 を憎 んだ。

b??和 夫 は不運 な事故 のせ いで社 会全 体 を嘆 いた。

す る と今度 は 「憎 む」 の方が文法 的 とな り,逆 に 「嘆 く」 の方 は不適格 な文 と
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なる。 この不適格 さは 「嘆 く」 の ヲ格 が原因格 の読 み を要求す るため,一 文 に同

じ意味格が二度表 れて しまうこ とに よる不適格 さと考 え られ る。以上 か ら,同 じ

ヲ格 を取 る動詞 で も,「 憎 む」 を対象 型,「 嘆 く」 を原 因型 とす る ことが で きる。

Rio}に意味格表示 を添 えて(13)として再掲 す る。

⑬a和 夫 は凶悪 な犯 人 を憎 んだ。

十Ex十 〇b十V→[対 象型]

b和 夫 は不運 な事故 を嘆 いた。

+Ex+Ca+V→[原 因型]

この二者 を峻別す る限 りにお いては,先 に述べ た直接 受動 化 に よって対象格 と

認 めるテス トと,ノ セ イデへの言い換 えに よって原 因格 と認め るテス トとは,結

果が一致す るこ とになるはずで ある。

ただ し,直 接受動化 の テス トは文法判断 に迷 う ような周 辺 的な用例 が多 く作 ら

れ るこ とに注意 を払 わな ければ な らない。一般 の動 作動詞 の例 で も,「指 名 を受

ける」 「能力 を持つ」 の ように対 象格 以外 の解釈 が難 しい ヲ格名 詞句 を取 ってい

て も,そ の直接 受動文 「*指 名 が受 け られ る」 「*能 力 が持 たれ る」 が意味 的 に

非文 とな る例 もあ る。直接 受動 化 に よって直接受動 文の主語 となるべ き対象格名

詞句 には視 点が移動 され なければな らないが,当 該名詞句 が意味 的 に視 点 を置 き

に くい名詞句 の場合 に起 きる現象 と考 え られ る。

さて,こ こで対象 型の動詞 を他動詞,原 因型の動 詞 を 自動詞 と して しまって も

よいのだが,こ こでの対 象型 と原 因型 との対立 は,二 格名詞句 を取 る情意描 写動

詞 において も全 く同様 に見 られる ことに注 目す る必 要が ある。

(14}aと し子 は父親 の過保護 に(/*の せいで)甘 えてい る。

十Ex十 〇b十V→[対 象型]

bと し子 は父親 の過保護 に(/の せい で)悩 んでい る。

+Ex+Ca+V→[原 因型]

㈲aの 「甘 える」 の ように,二 格 を取 る 「対 象型」 を他動詞 と認 め るのか どう

か について は,も う一段 の議論 が必要 か と思 われ る。本稿 では,こ れ以上,自 他

動 詞の別 に拘 泥せず,対 象型,原 因型 の対立 に とどめてお く。特 に4節 の4.2で

はこの区別 に よ り記述 を行 うこととす る。

3.4感 情描写動詞 のテ ンス上の特徴

感 情動詞 のテ ンス上 の特徴 につい ては,本 稿 では2節 までで十分論 じてはいる

が,ボ イスの問題 と関連 させ て論 じた三原(2000)に 対 して,こ こで改 めて検証 ・
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批 判 を行 うことにす る。

三原(2000)で は,本 稿 の感情 表 出動 詞 と感情描写動詞 の対 立 を述語 の時制意味

の対立 と して論 じ,そ れ を自他動詞 の対 立 と関連す るもの としてい る。す なわ ち,

ル形 の時制意味が未来 となる㈲ の ような感 情動詞(本 稿 の感情描 写動 詞)は 他動

詞で あ り,同 じくル形 の時制意 味が現在 となる㈲ とな るよ うな感 情動 詞(本 稿 の

感情表 出動詞)は 自動詞 だ とい うので ある。用例 は同論考 か らの再掲 である。

(15}b親 が悲 しむぞ。

cそ ん なこ とをす る と,子 供が怖が るで しょ!

(16)aそ んなこ と,困 る よ。

bあ いつ の喋 り方 は イライラす る。

三原氏 の主張 に よる と,㈲ の他動 詞 にはそ れぞれ,「 悲 しい,怖 い」 とい う同

語根 の形容詞が存在す るの に対 し,㈲ の 自動詞 には,そ の ような対応 す る状 態表

現 が ないか ら,動 詞 ル形 でそれ を代 用 してい るのだ とい う。つ ま り,対 応す る同

語根 の形容詞が存在せず,そ れ に代 わ る状態表現 と して動詞 のル形 が用い られて

い る とい う論法が とられていた。

この主張 の問題点 は,感 情表 出動詞 「腹 が立つ,痛 む」 に,そ れ ぞれ 「腹 立 た

しい,痛 い」 とい う感情形容詞 が対応 している事実 が反例 として指摘 され る こと

であ る。 この二例 には,同 語根 の感情描 写動詞語彙 も存在 してお り,そ の対応 関

係 は㈲ の ようになる。

(17}感 晴形容 詞 一 感情表 出動詞(句)一 感 情描写動詞(句)

[Ca]が 腹立 た しい 一[Ca]に 腹 が立つ 一[Ex]が[Ca]に 腹を立てる

[Ex=肉 体部分]が痛い 一[Ex=肉 体部分]が痛む 一[Ex]が[Ob・ 肉体部分]を痛める

さらに,三 原氏が主張す る他動詞 と自動 詞の区別 は,本 稿 の感情描 写動詞 と感

情表 出動詞 の区別 と一致 してい るわけで はな く,彼 の言 う 「自動詞」 には感 情描

写動詞 であ る 「苦 しむ」 も入 ってい る。そ うなる と,こ れには 「苦 しい」 とい う

形容詞 が対応 しているの で,も う一 つの反例 として付 け加 わる ことになる。

筆者 は三原(2000)の 草稿 の段 階で この件 につ いて指摘 したが,そ の こ とは完成

稿 の注13で 言及 されてお り,自 他動詞 の別 と,対 応 す る形容詞 の有無 との 間に完

全 なパ ラダイムが形成 されてい るわけで はない,と の譲歩 に至 っている。つ ま り,

対応す る形容 詞が存 在す るのは 自動詞 よ り他動 詞の方が多 い,と い った,い わば

一 つの 「傾 向」 くらいの ものであ る と認 め た ことになる
。

単 なる傾 向 に過 ぎない と した場合 に,最 大 の問題 となるのは,感 清動詞 の時制

意味 の対立(ル 形 が現在 となるか,未 来 となるか)が,ア スペ ク トやボイス な ど
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の他 の文法範躊 と関連づ ける ことがで きない とい うこ とで ある。結局 この問題 は,

感 情表 出動詞 と感情描 写動詞 との語彙範躊 の区別 として他 の文法範疇 と関わ りな

く偶 然的 に発生 する文法現象 と見 る以外 にない と考 える。

三原(2000)の もう一 つの問題 は,感 情表 出動詞 が感情形 容詞 の代 わ りを してい

る と したのではT両 者 の時制 意味上 の違 い を見過 ご して しま うのではないか,と

い うことである。2節 で述べ た ように,感 情表 出動詞 文の現在時制意味 は 「瞬 間

的現在 」 に限定 されてい るの に対 し,感 情形容詞文 の現在 時制意味 には 「瞬間的

現在 」 と 「持続 的現在」 の区別が な く,文 中 に共起 す る副詞や文脈 に よって,意

味 的 に制 限 され る こ とが あ り得 る とい うに過 ぎない。 つ ま り,「腹 が立つ」 は瞬

間的現在 に限定 され るが,「 腹 立 た しい」 は瞬 間 的現在 なのか,持 続 的現 在 なの

か は限定 されてい ない と考 える。

3.5感 情描写動詞 の文機能上 の特徴

感情描写動詞 の機 能 は,人 の感情現象 を客観 的 に描 写す るこ とであ る。その場

合,人 とい うの は圧倒 的 に話者 か ら見 て他人 の場合 が多いで あろ うが,話 者 自身

の場合 も当然考 え られ る。

現象 を描写 す る文機 能 は,〈 演述〉 の下位 分類 としての 〈描 写〉 で ある。現 象

に 「状態」 と 「事象」 の2種 が あるので,〈 描写〉 に も,〈 状態描写〉 と 〈事 象描

写〉 の2種 類 があ る ことになる。 さて,「 感情」 とい う現象 は 「状 態」 と 「事象」

のいず れ に当た るので あろ うか。

感情形容詞 につい ては,例 外 な く 「状態」 と考 えるべ きだが,感 情動詞 の場合

は,通 常,ル 形 ・タ形 で は 「事象 」,テ イル形 ・テイ タ形 で は 「状 態」 と考 える

べ きで ある。 要す るに,ア スペ ク ト接 辞 一tei一を付加 しない もの場合 は 「事 象」,

付加 してい る場合 は 「状態」 とい うこ とで ある。

ここで は,典 型的 な感情描写動詞 の一つであ る 「恐 れる」 を例 に,実 例 を通 し

て,各 用例 の文機能 につ いて考 えたい。述語 「恐 れる」 の下線 は引用 者 に よる。

最初 に,(ls}と⑲ はル形 の例 であ る。

(1s)こ れ を き くと野 島はあ る刺戟 をうけた。 しか し杉子 とあそぶ時 は大

宮 の こ とも,脚 本 をか くこ とも忘 れ た。 ただ杉子 の帰 る時がせ まって

くるのを恐 れ るだ けだ った。杉子 は もう野 島 にはす っか り親 し くな っ

た。(友 情)

⑲ 己 は復讐 を恐 れ る と云 った。そ れ も決 して嘘 で はない。(袈

裟)
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感情描写動詞の語彙と文法的特徴

それぞ れの主語 は,⑱ が第3人 称 の 「野 島」,⑲ は第1人 称 の 「己」 で ある。

いず れ も,ル 形 で はあ るが,内 容的 には過去 のそれぞれの人物 の感情 を事象 と し

て描写 した ものであ る。描 写 にはそれぞ れ根拠が あ るはずだが,(1&は 小 説 に特有

の登場人物 に対 す る感情 移入 に よ り,過 去 のある時点 に 「野島」 に生起 した感情

を描写 している。⑲ は自 らが 「恐 れる」 と発話 した こ とを事 象 を と して描写 して

い る。

次 にタ形 の例 を挙 げる。

㈲ あ きらか に彼 はそ の ような断定 的 な言いか たに馴 れていなかったの

だ。で は,そ の絵 の下手糞 な頼央 の こ とをなぜ 調べ ているのか,と い

う彼 の反論 を きっか けに,美 術 に関 した知 的 な会話が始 まる ことを彼

は恐 れ た。(エ デ ィ)

⑳ 私 はただKが 急 に生活 の方 向 を転換 して,私 の利害 と衝 突す るの を

恐 れたのです。(こ ころ)

主語 は,⑳ が 第3人 称 の 「彼」,⑳ が第1人 称 の 「私」 で あ る。いず れ も,過

去 のある時点 に生起 した感情 を描 写 した ものであ る。⑳ におい て も,自 身の感情

の生起 を客観 的 に述べ ようとす る ものである。

次 にテイル形 の例 を挙 げ る。

吻 エデ ィは金 を借 りる とい う立場 になるの を極端 に恐 れ ている ようだ

った。(一 瞬)

(23}こ の己 を,こ の臆病 な己 を追 いや って罪 もない男 を殺 させ る,そ の

大 きな力 は何 だ?己 には わか らない。 わか らないが,事 に よる と

いやそん な事 はない。己 はあの女 を蔑 んでい る。恐れ ている。憎

んでい る。 しか しそれで も猶,そ れで も猶,己 はあの女 を愛 してい る

せ いか も知 れ ない。(袈 裟)

主語 は,{22)が第3人 称 の 「エデ ィ」,㈱ が 第1人 称 の 「己」 であ る。(22}は文末

に過去時制辞 があ るので,過 去の時点で の持続 的な感情状 態 を描 写 した もの とい

うことに なる。㈱ は登場 人物 のせ りふ の一部 だが,自 分 自身の感 晴 を,発 話時 を

含 む持続 的な感情 として客観 的 に描 写 しようと してい る。 これ は,主 語が第1人

称 で,時 制が現在 であ って も 〈感情 表 出〉 で はな く,〈感 情描写〉 で ある とす る

2節 の(2)～(4)に類 す る用例 で ある。

最後 にテイ タ形 の例 を挙 げる。

図 先生 はそれで な くて も,冷 たい眼 で研 究 され るの を絶 えず恐 れてい

たのであ る。(こ ころ)
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㈲ 私 は帰 った当 日か ら,或 は こんな事 になるだろ うと思 って,心 の う

ちで暗 にそ れを恐 れていた。(こ ころ)

主語 は,⑳ が第3人 称 の 「先 生」,㈱ が第1人 称 の 「私」 で ある。いず れ も過

去 のあ る時 点 にお け る持 続 的 な感 情状 態 を客観 的 に描写 しよう とす る ものであ

る。

以上 を総括 す る と,⑯ ～⑳ は 〈事象 描写〉,吻 ～㈲ は 〈状 態描写〉 に類 す る こ

とになる。つ ま り,「感情 」 とい う現象 の範疇 は,〈 感情表 出〉 とい う文機 能 にお

いて は,一一つ の独立 した現象 としての特殊 な地位 が与 え られ るが,〈 感情描 写〉

にお いて は,「 事 象」 と 「状態Jの いずれ か に類 す る横 断 的 な範疇 であ る こ とに

なる。 そ こで,次 節 における語 彙 ・用例 の記述的考察 において は,よ り厳 密 さを

追求す る ために,〈 感情 事象描 写〉,〈感情状 態描写〉 とい うように,区 別 して記

述 す るこ とにす る。

4.感 情 描写動詞文の構文 ・述語語彙 ・用例

前節 までで,感 情動詞 の分類,感 情描 写動詞 の文法 的特徴 な どについ ては詳 し

く考察 した。本節 で は,感 情描写動詞文 の用 例 を示 しつつ,構 文 の命題構造,文

機 能 な どを記述す る。 その際,語 彙 をなるべ く多 く挙 げ る。1節 での分類 に従 っ

て,記 号Cを 用 いる。

4.1思 考描写動詞

感情描 写動詞 の うち,補 文 を承 けるこ とので きる語彙 が 思考描 写動詞 である。

最初 に,思 考表 出動詞 と重複 して属 す る 「思 う」,「考 える」 について述べ る。

この両語 は,そ の取 る補語(補 文)を もとに,述 語 の構文 に主 に三種 あ るこ とが

知 られ ている。

①[補 文]ト/ヨ ウニ/ナ ンテ+思 う(考 える)

②([名 詞句]ヲ+)[形 容詞]ク/二+思 う

③[名 詞句]ヲ+思 う(考 える)

この うち,①,② の構文 は,〈 感 情表 出〉 の一種 であ る 〈思考 表 出〉 に用 いる

こ とが で きるので,思 考表 出動 詞 とした。(1)は② の例。 これ も形容詞文 を補文 と

す る一種 の補文構造 と言 え る。 しか し,③ は 〈思考表 出〉に用 いる ことがで きず,

(2)は非文 となる。

(1)母 を恋 しく思 う。+[1]E・ ・

(2)*私 は故郷 を思 う。
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したが って,「 思 う」,「考 える」 は,③ の構文 で用 い られ る場合 のみ,思 考描

写動詞 とい うこ とになる*9。

「思 う」 に別 の動 詞 を下接 す る複 合動 詞の 中 には,単 独 の 「思 う」 と違 っ て,

構 文 の如何 に よ らず 〈思考 表 出〉 とな り得 ない語彙 が ある。 「思 い起 こす,思 い

知 る,思 い立つ,思 いつ める,思 い直す」 な どで ある。 これ らの語彙 に② の構 文

は な く,上 述 の①,③ の構文 にお いて思考描 写動 詞 となる。 また,「 思 い込 む」

には補文 を トで承 ける① の構文 しか ないが,思 考描 写動詞 に分類 される語彙 であ

る。

次 に,文 機 能 ご とに用例 を挙 げる。引用者 に よ り,述 語 となってい る思考描 写

動詞 に下線,経 験者格名詞句(文 脈上,効 力 のあ る もの を含 む)に 二重 下線,対

象格名詞句 または補文 に波下線 を引 く。

〈思考事 象描写〉

(3)ネ オ ンの点滅 に よって暗 い紅色 や黄土色 に変化す る空 を見上 げ なが

らr私 は五 年前 を思 った。 まだ二十代 の なか ばだった私 と内藤 との奇

妙 な旅 を思 った。朝鮮半 島の入 口 釜 山でのや は り暑 か った夏 を思 っ

た。(一 瞬)

(4)栄 二 は少 し待 って もらいたい と頼 み,仮 牢へ戻 って一 日考 えてみ た。

芳 古 堂 の こ とを思 い,綿 文 の こ とを思 い,目 明 しの こ とを思 った。

(さぶ)

(5)"プ ロフェ ッサ ー ・フジワ ラ"が,コ ロ ラ ドの乾燥 した空気 に心地

良 く響 いた。私 は,こ こでは うま く行 きそ うだ,と 予 感 した。(若 き)

(6)悲 しい事 に私 は片 眼で した。私 はただKが 御嬢 さんに対 して進 んで

行 くとい う意味 にその言葉 を解釈 しま した。果断 に富 んだ彼 の性格 が,

恋 の方面 に発揮 され るのが即 ち彼 の覚悟 だろ うと一図 に思 い込 んで し

まったのです。(こ ころ)

(7>そ う して,自 分が,彼 にまつわ りつい てい る問に,自 分 のお道化 は,

所謂 「ワザ」 で は無 くて,ほ ん もので あった とい うよう思い込 ませ る

ようにあ らゆ る努力 を払い,あ わ よ くば 彼 と無 二の親友 になって し

まいたい ものだ もし その事 が皆 不可能 な ら もはや 彼 の死 を

一 さえ思いつめました。+[1]E・(人 間)
この うち,(3)と(4>は 述 語 が 「思 う」 で は あ るが,ヲ 格 を取 って い る の で,非 過

去 時制 で あ っ て も,〈 思考 表 出 〉 に は な り得 な い 。

一方
,(5)～(7)は 引 用 節 を トで承 け て い るが,た とえ ル形 で も 〈思 考 表 出〉 に は
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用 い られ ない思考描 写動詞 であ る。

〈思考状態描写〉

(8)洗 い ざらい をい う とね,ぼ くは三年前,成 長 したふ じ子 さんに会 っ

た時,ひ と目ぼれ を した ようなんだ。 それでふ じ子 さんの婚約 の話 を

聞 いた時 は,と て も淋 しか った。 しか しふ じ子 さんが病気 にな り,そ

の問い く度 か手紙 をや りと りしなが ら,ぼ くはずいぶんふ じ子 さんの

ことを思 っていたつ もりだ。(塩 狩峠)

(9)父 は 自分 の達者 な保証 を自分 で与 えなが ら,今 に も己れ に落 ちかか

って来そ うな 巳険 を予感 してい る ら しか った。(こ ころ)

⑩ 鮎太 は何 を勉強 して も 自分 で他 の生徒 よ り出来 る もの と思 い込 ん

で いた。(あ す なろ)

⑪ 「だ って,太 郎 は,明 倫へ は,あ ん ま り行 きた くないんで しょう。

北 川 だ け しか 自分 の入 る大学 は ない,と 思 いつめて るんで し ょう」

(太郎)

ここに挙 げた4例 は,〈 思考事 象描写〉 の用例 に挙 げた,「 思 う,予 感 す る,思

い込 む,思 いつ める」 のそれぞれテ イル形 ・テイ タ形 の用例 であ る。いずれ もあ

る時点 にお ける持続 的な思考状態 を描 写 した ものであ る。(8),(9)で は対 象格 の ヲ

格 を取 り,⑩,(11}で は引用節 を トで承 けている。

以上 を整理 して一般化 した記 述 は以下 の ようになる。

C-1思 考描 写動詞文

【命題】[経 験者(Ex)]ガ+
[対象(Ob)]ヲ 十V

[補文]ト/ヨ ウニ/ナ ンテ

【述 語語 彙 】案 じる,思 う,思 い起 こす,思 い浮 か べ る,思 い込 む,

思 い知 る,思 い立 つ,思 い つ め る,思 い直 す,思 い め ぐ らす,思 い

や る,回 想 す る,考 え る,勘 ぐる,感 じる,心 に浮 か べ る,心 に描

く,推 量 す る,想 像 す る,予 感 す る,… …

【文 機 能 】V-T〈 思考 事 象 描 写>

V-tei-T〈 思 考 状 態 描 写 〉

この 中 で,【 文 機 能 】 に 関 して は,述 語 動 詞(v)と 時 制 辞(T)と が 直接 接 続 す る場

合 に は 〈思 考 事 象 描 写 〉,両 者 の 問 に ア ス ペ ク ト接 辞 一tei一を挿 入 す る もの(い
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わ ゆるテイル形,テ イタ形)は 〈思考状 態描写〉,と い う意味で ある。

ところで,「 思 う」 が補 文 を承 けるか,対 象 格名詞 句 を取 るかで思考表 出動詞

と思考描 写動詞 の対立 を成 したの と同様 に,両 者 の対立 を成 す例 が2例 ある。 そ

の対応 関係 を示す と⑫ の ようになる。

(12)思 考表出動 詞(句)思 考描写動詞

[補文]と 思 う[Ex]が[Ob]を 思 う

[補文]よ うな予感 がす る[Ex]が[Ob]を 予感す る

[補文]よ うな感 じがす る[Ex]が[Ob]を 感 じる

ただ し,思 考表 出動詞 の場合 は必ず助 詞 ガ を挿 入 しなけれ ばな らず,こ のガ格

と思考描 写動詞 における対象格 の ヲ格 とは,3.2で 述べ た「文機能論 的ボイス対 立」

の関係 にある。

4.2情 意描写動詞 文

感情描 写動詞 の うち,程 度副詞 の修飾 を うける ことが で き,か つ部分 ガ格 を取

らない語彙 が情 意描写動 詞 であ る。 これ は,「 喜ぶ,怒 る,悲 しむ,楽 しむ」 と

い った,喜 怒哀楽 の情緒 的 な意 味 を表す典型的 な感情動詞群 であ り,語 彙 の量,

用例 の量 ともに,最 も豊 富で あ る。そ こで本節 では,3.3で の論述 を もとに,情

意描写動 詞 を対 象型 と原 因型 とに分 け,各 型 ごとに用例 を検討 し,記 述の0般 化

を行 うこ とにす る。

4.2.1単 独 ・対 象 型

対 象 型,す な わ ち対 象 格 名 詞 句 を必 須 項 と して取 る情 意 描 写 動 詞 につ い て,

「ため ら う,恨 む,憧 れ る,こ だ わ る」 の4語 を述 語 とす る実例 を,〈 情 意事 象 描

写 〉 と 〈情 意状 態 描 写 〉 に分 け て 以 下 に挙 げ る。 下 線 につ い て は,以 下,す べ て

4.1と 同様 で あ る。

〈情 意 事 象 描 写 〉

(13)信 夫 は,キ リス ト信 者 か と尋 ね る こ とを た め ら った 。(塩 狩 峠)

働 八 時 五 分 ぐらい前 に 目 を さ ま した。 雨 が 降 っ て い た 。屋 根 が しっ と

りとぬ れ て い る。 残 念 だ なあ と雨 を恨 ん だ。+[1]E・(二 十 歳)　
㈲ 太 郎 は海 の世界 に憧 れた。(太 郎)

⑯ 「あなた はわ りあい,お かねの事 にこだわ るのね」(青 春)

〈情意状態描写〉

(17}一 審で は有 罪 に した ものの,星 は控訴 中で確定 した判決 は まだだ。
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この段 階で他社 に移 しては,問 題 になる。 〔総督府 は〕態 度 の決定 を

ため らっていた。(人 民)

⑯ 「主 よ。あ なたがいつ も沈黙 してい られ るの を恨 んでい ま した」

+[1]E・(沈 黙)

⑲ なに しろ一風毛色 の変 った こ とが彼 女 の好 みであ った し,ア グネス

の青い瞳,下 手糞 な 日本字 はそ うい う藍子 の気性 にぴった りした。 そ

れ に彼 女 は この ところ外 国 に憧れ て もい た。(楡 家)

㈲ そ して,そ れ とな く目顔 であいず を したが,大 石先 生 はそ しらぬ顔

で,ま だ後藤先生 にこだわ ってい た。(二 十四)

「ため らう,恨 む」 は対象 格 を ヲ格 で取 り,「憧れ る,こ だわ る」 は対 象格 を二

格 で取 ってい る。 これに類す る語彙 をか き集め てみ る と,語 彙数 としては ヲ格 を

取 る もの の方が多 い ようである。

また,こ の うちの(18}は経験者格 が第1人 称 だが,自 身の情意 を振 り返 りなが ら

客観 的 に述べ てい る例 であ り,〈情 意表 出〉 では ない こ とが用例 か ら見 て取 れ る。

以上 を整理 して0般 化 した記述 は以 下の ようになる。

C-2-a情 意 描 写動 詞 文 〔単 独 ・対 象 型 〕

【命題 】①[経 験 者(Ex)]ガ ÷[対 象(Ob)]ヲ+V

②[経 験 者(Ex)]ガ+[対 象(Ob)]二+V

【述 語 語 彙 】① 愛 す る,崇 め る,侮 る,憐 れ む,悼 む,厭 う,愛 お

しむ,訂 しむ,訴 る,忌 む,忌 み 嫌 う,い や しむ,う た ぐる,疎 む,

敬 う,恨 む,う らや む,憂 う,怠 る,惜 しむ,思 い や る,思 い煩 う,

嫌 う,毛 嫌 いす る,こ らえ る,蔑 む,慕 う,偲 ぶ,心 配 す る,好 く,

そ ね む,尊 ぶ,た め ら う,躊 躇 す る,懐 か しむ,憎 む,妬 む,は ば

か る,ひ が む,見 下 す,見 くび る,… …

② 憧 れ る,甘 え る,か ぶ れ る,興 じる,傾 倒 す る,恋 す る,こ だ わ

る,根 負 けす る,心 酔 す る,心 服 す る,耐 え る,惚 れ る,… …

【文機 能 】V-T〈 情 意事 象描 写>

V-tei-T〈 情 意 状 態 描 写 〉

ところで,こ の種 の語彙 には,共 通 の語根 を持 つ情意形容詞が対応 してい る も

のが少 な くない。

⑳ 情意形容詞 情 意描 写動 詞

[Ob]が 訂 しい[Ex]が[Ob]を 謁 しむ,訂 る
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[Ob]が 忌 まわ しい[Ex]が[Ob]を 忌 む

[Ob]が 疎 ま しい[Ex]が[Ob]を 疎 む

ここには,3例 示 したが,こ れ と同 じ対応 関係 の もの に,「 恨 め しい一恨 む,

羨 ましい一 羨 む,惜 しい一惜 しむ,嫌 いだ一 嫌 う,懐 か しい一 壊か しむ,憎 い一

憎 む,妬 ま しい一 妬 む」 な どが ある。 また,対 象格 を二格 で取 る 「恋す る」 に も

形容詞 「恋 しい」 が 同様 に対 応 してい る。 これ らは,3.2で 述べ た文機 能論的 ボ

イス対立 の具体 的事例 であ る。

また,共 通 の語根 を持 つ属性 形容詞が対応 してい る例 もわずか なが らある。

{22)属 性形容 詞 一 情意描写動 詞

[Ob]が 哀 れだ 一[Ex]が[Ob]を 憐 れむ

[Ob]が いや しい[Ex]が[Ob]を いや しむ

しか し,属 性形容詞 には経験 者項が存 在 しないので,上 述 の ボイス対立 の類似

現象 として指摘 す るに とどめたい。

4.2.2単 独 ・原因型

原 因型,す なわ ち原 因格名 詞句 を任 意項 と して取 る情 意描 写動 詞 につ い て,

「悲 しむ,喜 ぶ,憤 る,怯 える」 の4語 を述語 とす る実例 を,〈 情 意事 象描 写〉 と

〈情意状 態描写〉 に分 けて以下 に挙 げる。下線 は原 因型 の場 合 には原 因格 に二重

下線 とす る。他 は4.1と 同 じ。

〈情 意事象描写〉

⑱ 自殺 を した ら,バ イ ト先 で は,ヘ エ あの娘が ねエ と,ち ょっぴ り驚

かれ,そ れで二,三 日たて ば終 りさ。 かあち ゃんや とうちゃんは悲 し

む(悲 しむ?)か もしれねエ な。(二 十歳)

㈱ ああ。柳 生 のお婆 さん。 あの人 にだけは会 いたいですね。 どうして

い ま したか。元気 だ ったで しょうか。 わた しも会 いたい し,彼 女の方

で も,も しわた しが智広 をつれて行 けば喜ぶ ことで しょう。(エ デ ィ)

㈱ それ は金額 に見積 る と,私 の予期 よ り遙か に少 ない もので した。私

と して は黙 ってそれ を受 け取 るか,で なけれ ば叔父 を相手取 って公 け

沙汰 にす るか,二 つ の方法 しか なか ったのです。私 は憤 りま した。又

迷 い ま した。(こ ころ)

㈱ お きぬ も花 カ ンザ シを,あ や うく飛 ば される ところだ った。彼 女 は

もう,そ れ だけで,す っか りおび えて しまった。(路 傍)

〈情 意状態描 写〉
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伽 亡 くな っ たお 父 さん は,ど な い に悲 しんで い られ るや ろ。(金 閣寺)

(28}ハ トは,コ ンク リー トの上 に散 乱 して い る ポ ップ コー ンをせ わ しな

い首 の振 り方 で つ い ば み,喰 い散 らか して い る。男 の子 はそ れ を見 て,

キ ャ ッキ ャ と声 を上 げ て喜 ん で い た 。(一 瞬)

(29}「 加 島 さん,お 母 さん に渡 した と言 っ て憤 って い た わ」(あ す な ろ)

(30}自 分 は神 に さえ,お び え て い ま した 。(人 間)　
以上,8例 の うち,原 因格 名詞句が 同一文 中 に表 れ ている ものは最後 の㈹ だけ

であ る。 しか し,ど の例 を見 て も述語語彙 が表 す情 意 を引 き起 こ した原 因が何 で

あ るか は文脈 か ら読 み取 れ る ものばか りであ る。対 象型情意描写動詞 の対 象格 が

構文上 の必須項 であ ったの に対 し,原 因型情意描 写動 詞 の原 因格 は意 味的 に必 要

だ と して も,構 文 上の項 としては任意項 であ る と言 える。

原 因格名詞句 の形 を取 る場合 の形式格 は,「 悲 しむ,喜 ぶ」 で はヲ格,「 憤る,

怯 え る」 で はこ格 で あるこ とに異論 は出ないであ ろ う。 これに類す る語彙 をか き

集 めてみ ると,語 彙 数 としては,対 象型 の場合 とは反対 に二格 を取 る ものの方が

多 い ようであ る。

以上 を整 理 して0般 化 した記述 は以下 の よ うになる。

C-2-b情 意描 写 動 詞 文 〔単 独 ・原 因型 〕

【命 題 】

①[経 験 者(Ex)]ガ+[原 因(Ca)]ヲ/ニ ヨ ッテ/ノ セ イ デ+V

②[経 験 者(Ex)]ガ+[原 因(Ca)]二/ニ ヨ ッテ/ノ セ イ デ+V

【述 語 語 彙 】

① 恐 れ る,悲 しむ,悔 い る,悔 や む,楽 しむ,嘆 く,恥 じる,誇 る,

喜 ぶ,… …

② 飽 き飽 きす る,焦 る,慌 て る,憤 る,勇 む,苛 立 つ,浮 か れ る,

打 ち解 け る,う ぬ ぼ れ る,う ろ た え る,怒 る,驕 る,怖 じ気 づ く,

落 ち着 く,お の の く,怯 える,思 い上 が る,歓 喜 す る,気 落 ちす る,

逆 上 す る,興 ざめ す る,驚 嘆 す る,挫 け る,く つ ろ ぐ,苦 しむ,激

怒 す る,懲 りる,し ょげ る,白 け る,じ れ る,た じろ ぐ,動 揺 す る,

戸 惑 う,納 得 す る,悩 む,は に か む,ひ るむ,吹 っ切 れ る,閉 口 す

る,辟 易 す る,ふ さ ぐ,奮 い立 つ,舞 い 上 が る,惑 う,迷 う,ま ご

つ く,め げ る,面 食 ら う,滅 入 る,落 胆 す る,… …

【文 機 能 】前 項 に 同 じ
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原 因型 ・情意描写動詞 の場合 に も,情 意形容詞 との問 に同語根 の対応 関係 が あ

る ものが相 当数見 られる。

⑳ 情意 形容 詞 一 情 意描写動詞

[Ca]が 恐 ろ しい 一[Ex]が[Ca]を 恐 れる

[Ca]が 悲 しい 一[Ex]が[Ca]を 悲 しむ

[Ca]が 悔 しい 一[Ex]が[Ca]を 悔 やむ

こ こに示 した3例 と同 じ対応 関係 の もの に,「 楽 しい一 楽 しむ,嘆 かわ しい一

嘆 く,恥 ずか しい一 恥 じる,誇 らしい一 誇 る,喜 ば しい一喜 ぶ」 な どが ある。原

因格 を二格で取 る動詞 の場合 で も,次 の ような対応例が見 られ る。

(32}情 意 形容 詞 一 情 意描 写動詞

[Ca]が 苦 しい 一[Ex]が[Ca]に 苦 しむ

[Ca]が じれ ったい[Ex]が[Ca]に じれる*lo

また,共 通 の語根 と言 え るか微妙 だが,情 意表 出動詞 と対応 してい る と見 られ

る例 が1例 あ る。

(33}情 意 表出動 詞 情 意描 写動詞

[Ca]に イライラす る[Ex]が[Ca]に 苛立つ

以上 は,3.2で 述べ た文機 能論的 ボイス対立 の具体 的事例 で ある。

さ らに,共 通 の語根 を持つ属性形容詞 が対応 している例 も,や は りわずか なが

らあ る。ただ し,属 性 形容詞の ガ格 に表 れ るの は原 因格 で はな く,対 象格 であ る。

㈱ 属性形容 詞 情 意描 写動詞

[Ob]が 勇 ま しい[Ex]が[Ca]に 勇 む

[Ob]が 悩 ま しい[Ex]が[Ca]に 悩 む*10

しか し,X22)と同様,経 験者項が存在 しないので,あ くまで も類似現 象 として挙

げ るにと どめ る。

4.2.3成 句表現 ・対象型

情意描写動詞 に も慣用 的な成句表現が非常 に多 く,一 部 に特殊 な構文 も見 られ

るので,別 個 に小節 を立 てて整理 したい。

ここで は,格 助 詞 が用 い られ てい る もの のみ を成句 として扱 い,「 奮 い立 つ,思

いつめ る」 などの ような,い わゆる複合動詞 は成句 で はな く,単 独 の動詞 として

扱 う。

成句表現 による情 意描 写動詞文 も,対 象型 と原 因型 に大別 で きる。

以下 に対象型 の実例 と して,「 気 を配 る,気 に病 む,気 に障 る,骨 身に浸 みる」
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を述語 とする用例 を挙 げる。

〈情 意事 象描 写〉

{35)私 は,彼 女の昼寝 を守 るため に,前 よ りも一層,一

か ら飛 びこんで くる蜂や虻 な どに気 を配 り出 した。(風 立)

(36}ほ う,そ んなに首す じが凝 る?い や ねえ,そ んな こ とを気 に病 ん

じゃい け ませ ん よ。+[II]E・(楡 家)

㈱ 彼 は実 は娘 を手放 した くない と思 っている男親 の本 能が荒 々 し く揺

さぶ られ たのに気が ついた。妻 が乳母 の差出 た行為 を答 め もせず に

民 の話 に___.頷 いているの も甚 だ し く気 に障 った。(華 岡)

{36}は相手 の情 意 を まず描 写 してお り,そ の うえで発話機能 として 《助 言》 とな

ってい る ものであ る。㈱ で は対象格 が副助詞 モで取 り立 て られてい るが,ガ 格 と

認 め られ る。

〈情 意状 態描 写〉

(38)彼 らは まるで0歩 一歩 の歩幅 を もの さ しで測 りなが ら歩い てい るみ

たい に,実 に細 かい ところにまで気 を配 っていた。(世 界)

{39)と,ち ょっ と皮 肉 を言 っただ けであ ったが,現 在秋 田木工 の東京営

業所長 を している従兵長 の近江 兵治郎 は,ミ ッ ドウェーの折 の鯛 の味

噌焼 と併 せ て,今 で も少 し,こ のこ とを気 に病 んでい る ようで ある。

(山本)

㈹ 彼 の少年時代,長 岡 にはラ ンプ用の石油 を作 る町工場 が何 百軒 とあ

って毎 日の ように火事 が起 り,古 い長 岡の人 に とって,い い意味 で も

悪 い意味 で も石油 とい う もの は骨 身 に しみ てい る ところが あ った。

(山本)

㈹ は,「 気 に障 る」 の 〈情意 状態描 写〉 は実例 が採 集 で きなか ったので,同 じ

構文 を取 る成句 「骨 身に しみる」 の例 を挙 げた ものであ る。 ここで も係 助詞ハ に

よって取 り立て られている対象格 は ガ格 で ある と認 め られ る。 ともあれ,こ の種

の成句 は,経 験 者格が 二格 やニ トッテ格 で表 れ,対 象格 が ガ格 で表れ る とい う点

で,可 能構文 や所 有構文 に似 た構文構 造 を取 る語彙 であ る。

上 に挙 げた用例 以外 に も多 くの実例 を採 取 したが,そ れ らか ら帰 納す る と,対

象型 の成句 表現で は,成 句 中 に用 い られ る格助詞が何 であ るか によって3種 類 の

構文 を取 る ことが わかる。成句 で用 い られ る格助詞が ヲ格 の場 合,対 象格 はこ格

で表示 され(例 文⑳),成 句 で二格 が用 い られ る場合 には,対 象格 は ヲ格 で表示

され る場 合(例 文{42))と ガ格 で表示 され る場合(例 文(43})と が ある。下記 の一般
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化 にお ける命題 述語語 彙の番 号 を書 き添 えてお く。

(41}権 吉 は上 司の機嫌 に気 を配 っている。 →①

(42)権 吉 は上 司のい じめ を気 に病 んでい る。 →②

(43)権 吉 には上 司の言葉づか いが気 に障 るら しい。→③

なお,経 験 者格 が成句 中の名 詞の所 有者 と して連体格 で表れ,「[対 象]が[経

験 者]の 気 に障 る」,「[対 象]が[経 験 者]の 骨 身 に浸 み る」 とい った構 文 を取

るこ ともある。

幽 「お まえ さんの気 に障 るか もしれないが」 と与平 はいつ に な く強気

な調子 で云 った,(さ ぶ)

以上 を整理 して一般化 した記 述 は以下 の ように なる。

C-2-c情 意 描 写動 詞 文 〔成 句 ・対 象 型 〕

【命題 】

①[経 験 者(Ex)]ガ+[対 象(Ob)]二/二 対 シ テ+[NヲV]

②[経n者(Ex)]ガ+[対 象(Ob)]ヲ+[N二V]

③[経 験 者(Ex)]二/ニ トッテ+[対 象(Ob)]ガ+[N二V]

[対象(Ob)]ガ 十[経 験 者(Ex)]ノ 十[N二V]

【述 語 語 彙 】

① 愛想 を尽 かす,気 をつ け る,注 意 を払 う,… …

② 気 にす る,気 に病 む,根 に持 つ,… …

③ 気 に障 る,逆 鱗 に触 れ る,骨 身 に浸 み る,胸 につ か え る,… …

【文 機 能 】 前 項 に 同 じ

4.2.4成 句 表 現 ・原 因型

原 因 型 の方 は,4.2.2で 見 た,単 独 の 情 意 描 写 動 詞 を述 語 とす る構 文 と基 本 的

に同 じだ が,成 句 中 に用 い られ る格 助 詞 はや は り,ヲ,二,ガ の3種 類 が あ る。

こ こで は,「 胸(心)を 痛 め る,腹 を立 て る,途 方 に暮 れ る,胸 が つ ま る」 の 実

例 を挙 げ る。

〈情 意 事 象 描 写 〉

㈲ そ の 知 人 の家 に居 ります と,急 に往 来 の人 通 りが は げ し くな っ て,

あ れ を見 い,あ れ を見 い と,罵 り合 う声 が 聞 え ます 。 何 しろ,後 暗 い

体 で す か ら,娘 は又,胸 を痛 め ま した。(運)

㈹ わ た しが夜 這 い をか け た だ の,手 籠 め に した だ の,そ れ で もって珠
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子 をた らしこんだのだな どとい う,そ れ はひ どい噂 で,わ た しは自分

よりも珠子 のために腹 を立 て ま した。(エ デ ィ)

㈲ 自分 は ヒラメの家 を出て,新 宿 まで歩 き,懐 中の本 を売 り,そ うし

て,や っぱ り途方 に くれて しまい ま した。(人 間)

{48}喜 助 は,人 形 の どの部分 に も父の精魂 が こめ られてい る ような気 が

して,胸 がつ まった。(越 前)

〈情 意状態描写〉

㈲ 阿片 お よび貿易部 門の責任者 として,安 楽 は事件 の当初 か ら非常 に

心 を痛 め,気 を もんでいた。(人 民)

(50}彼 女 は生物 の教 師か らわ ざ と答 え られない ような質問 を され,恥 を

か か され た と思 い,ひ ど く腹 を立 て てい た。怒 りっぽ い娘 だっ た。

(エデ ィ)

(51)仕 様 が ない ことは分 って るんだが,… … しか し浜 田君,僕 は実 に困

って るんです よ。 どう した ものか途方 に暮れ ているんです よ。(痴 人)

{49)では 「気 を もむ」 とい う成句 も並列 されてい るが,こ れ も同種 の情 意描 写動

詞 で あ り,下 線 を施 した。 なお,「 胸 が つ まる」 の 〈情 意状 態描写〉 の用例 は採

集 で きなか った。

これ ら7例 のいずれ にお いて も,原 因格が名詞句 の形 を取 ってい る ものはない。

これ について は,4.2.2で 単独 の原因型 につ いて見 たの と同 じこ とが言 える。

以上 を整理 して0般 化 した記述 は以下の ようになる。

C-2-d情 意描 写 動 詞 文 〔成 句 ・原 因型 〕

【命 題 】

①[NヲV]

[経験者(Ex>]ガ+[原 因(Ca)]二/ニ ヨッテ/ノ セイデ+②[N二V]

③[NガV]

【述 語 語 彙 】

① 頭 を悩 ます,意 地 を張 る,固 唾 を の む,気 分 を害 す る,気 を取 り

直 す,気 をぬ く,気 を もむ,肝 をつ ぶ す,肝 を冷 や す,業 を煮 や す,

心 を痛 め る,心 を砕 く,力 を落 とす,熱 を上 げ る,恥 をか く,腹 を

立 て る,へ そ を曲 げ る,膀 をか む,胸 を痛 め る,胸 を焦 が す,胸 を

なで 下 ろす,我 を忘 れ る,… …

② 呆気 に と られ る,思 い にふ け る,途 方 に暮 れ る,夢 中 に な る,我

に返 る,… …
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この中 には,成 句 の内部構造が,情 意表 出動詞 とボ イス的 な対立 を有 してい る

ものが い くつかあ る。 これ らはすべ て,情 意表 出動 詞 は 自動詞 的,情 意描写動 詞

は他 動詞 的 とい う対 立 とな ってい る。以 下 は,山 岡(2000b)4.2.4か らの再掲 で

あ る。

(52)情 意表 出動詞句 情 意描写動 詞句

[Ob]に 愛想 が尽 きる[Ex]が[ob]に 愛想 を尽 かす

[Ob]が 気 にな る[Ex]が[Ob]を 気 にす る

[Ca]に 腹 が立つ[Ex]が[Ca]に 腹 を立 てる

[Ca]に 胸 が痛 む[Ex]が[Ca]に 胸 を痛め る

ここで,自 動詞 的 ・他動 詞的 として,自 動詞 ・他動 詞 とは しなかった理 由 とし

ては,成 句全体 を直接受動化 して 「胸が痛 め られ る」の ような直接 受動文 を作 る

ことが で きない。 したが って,形 式上 の ヲ格 であ る 「愛想,腹 胸」 は,い わ ゆ

る 目的語 とは言 い に くい。先 に も述べ た ように,程 度副詞 が成句 を分断す る位 置

に表れ ない(*腹 を非常 に立 てる)こ とか ら意味 的結合度 も強い。

こう して,成 句全体 を一.つの動詞 と見立 てれば,「 腹 が立 つ」 も 「腹 を立 てる」

も両方 とも自動詞 と言 うべ きでiある。 ただ し,情 意 表出動 詞句 の方 は,成 句 中 に

ガ格名 詞句が用 い られてい るため に,経 験 者格が 無格 となって背 景化 し,3.2で

述べ た文機能論 的ボ イス対 立 となるので ある。

この場合,成 句 の内部構造 と しての格助詞 と動詞形態 の 自他 動詞 的対立が,そ

の まま,〈情 意表出〉 に用 い られる情意表 出動 詞句 なのか,〈 情 意描 写〉 に用 い ら

れ る情意描写動詞句 なのか とい う,文 機能論 的ボイス対立 に集約 され てお り,興

味深 い現象 である。

4.2.5擬 態語(原 因型)

擬態語サ変動詞 の形 を取 った情 意描 写動 詞 も数多 くあ る。 この種 の語彙 には対

象格名詞句 を取 る ものは な く,い ず れ も原 因型 となる。こ こでは,「ソワソワす る,

ボ ンヤ リす る,モ ジモ ジす る」の3語 につい て,実 例 を挙 げる。これ らの例 で も,

や は り原 因は名詞句 の形 を取 ってい ない。
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〈情意事 象描写〉

(53)時 たま御 嬢 さん0人 で,用 があ って私 の室へ這入 った序 に,其 所 に

坐 って話 し込 む ような場合 もその内 に出 て来 ました。そ うい う時 には,

私 の心 が妙 に不安 に冒 されて来 るのです。そ う して若 い女 とただ差 向

いで坐 ってい るのが不安 なのだ とばか りは思 え ませ んで した。私 は何

だかそ わそわ し出す のです 。(こ ころ)

㈱ なにか をや りは じめて もその途 中で極 って 自分 はぼんや りして しま

った。(泥 淳)

(55)い い洋服 だ と,外 山 も,外 山の妻の松枝 もほめて くれたが,ほ め て

もらい たい園子 は さっぱ り姿 を見 せ なか った。二 階 にい る様子 さえな

いので ある。加藤 は,な ん とな くもじも じした。(孤 高)

〈情意状態描写〉

(5s}小 柳 静 は決 してオ レの趣 味 じゃない と思 いなが ら,五 月 さん と一緒

に町 を歩 ける嬉 しさで,太 郎 はそわそ わ していた。(太 郎)

(57}0台 の 自動車が,そ れ を避 けてい る私 には一顧 の注 意 も払 わず に走

り過 ぎて行 った。 しば らく私 はぼんや りしていた。(冬 の蝿)

X58}戦 友が そば に行 くと,そ の僧 は草 の中に身 をか くす よ うに しゃが ん

で,卑 屈 な笑 い をうかべ て もじもじ してい ま した。(ビ ルマ)

以上 を整理 して一般化 した記述 は以下 の ようになる。

C-2-e情 意 描 写 動 詞 文 〈i擬態 語 〉

【命 題 】[経 験 者(Ex)]ガ+[原 因(Ca)]二/ノ セ イ デ+V

【語 彙 語 彙 】 あ た ふ た す る,い じい じす る,ウ ジ ウ ジす る,う か う

か す る,う っ か りす る,ウ ッ トリす る,お た お た す る,お ちお ちす

る,お どお どす る,オ ロ オ ロす る,カ ッ カす る,カ ッ とす る,ガ ッ

カ リす る,ガ ック リす る,カ リカ リす る,キ ョ トン とす る,グ ッ タ

リす る,ぐ ず ぐず す る,ク ヨク ヨす る,ケ ロ リ とす る,げ ん な りす

る,シ ョ ンボ リす る,し んみ りす る,ス ッキ リす る,ソ ワ ソ ワす る,

ダ ラ ダ ラす る,ド ギ マ ギす る,の ん び りす る,ビ ク ビクす る,び っ

く りす る,ポ ー ッ とす る,ボ ヤ ボ ヤす る,ホ ロ リ とす る,ボ ンヤ リ

す る,マ ゴマ ゴす る,ム カ ッ とす る,ム ッ とす る,メ ソメ ソす る,

モ ジ モ ジす る,ヤ キモ キす る,… …

【文 機 能 】前 項 に 同 じ
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以上 で,情 意描 写動詞 に関す る記述 を終 える。

4.3感 覚描写動詞

経験者格 の肉体 部分 をガ格で取 る構文 だが,語 彙 も用例 も多 くは見 られ ない。

この構文 では,経 験 者格 自身は格助詞 ノに よって肉体部分 を連体修飾 してい るか,

さもなければ主題 として背景化す る ことにな る。 ここで は,「 ほて る」 と 「張 る」

の用例 を挙 げ る。 肉体部分 に波下線 を施す。

〈感 覚事象描 写>

X59)や は り,気 に病 む ほ どの ことはなか った ら しい。 〔男 は〕 ほ っ とす

る と,い きな り顔 の 内側 が,ご くご く脈 うち なが ら火照 りだ した。

(砂の女)

㈹ タオルで拭 いて もらっている問は気持 が よか ったのですが,終 わ る

とか え って前 よ りも体 が火照 って来 ま した。+[1]E・(錦 繍)一
〈感覚状態描 写〉.

㈱ 小弁 の と きには決 して豊 かでは なか った乳の出が,雲 平 の ときには

余 るほ どで加 恵の両乳 は誇 らかに張 ってい る。(華 岡)

以上 を整理 して一般化 した記述 は以下 の ようにな る。

4.4知 覚描写動詞

「聞 こえる,見 える」 とい った知 覚表 出動 詞が,主 観 的な知覚現象 の表 出で あ

るの に対 し,そ れ に対応す る 「聞 く,見 る」 な どは,知 覚現象 を客観 的 に描 写 し

た もの とい うよ りは,「 食べ る,歩 く」 な どと同 じ一種 の具体 的 な身体動作 と連

続 してい る面が強 い。対象格 を二格 で取 る 「耳 を傾 ける,目 を向 ける」やそ れ と

同義 の 「(音楽 を)聴 く,(映 画 を)観 る」 な どは まさにそ う した身体動作 と項構

造 が共通 してい る。 これ らは意志動詞 であ るか ら,ガ 格名詞句 は経験者格 で はな

く,意 志性 を もった動作主格 であ る。 その よ うな場合 には知覚描写動詞 とす るべ
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きで はない。

しか し,小 説 な どで登場 人物 の知 覚現象 に感情移入 して描写 した例 な どは,身

体動作 の描 写で はな く,知 覚現象 を描 写 した もので,動 作主格 で はな く,経 験 者

格 を取 ってい る と見 るべ きであ る。その場合,知 覚描写動詞 と呼称 す るにふ さわ

しい。

以下 はその ような例 であ る。いずれ も第3人 称 の登場 人物 を経験 者格 と し(二

重 下線),そ の知覚現象 の内容が対 象格 と して表現 されてい る(波 下線)。

〈知覚事象描写〉

(62}細 君 は驚 いた ように顔 を挙 げた。 良人 は今度 は明か に細君 の眼 の光

ったの を見 た。そ して見 てい る内 に細 君の胸 は浪打 って来 た。(好人物)

(63}朝,寝 床 のなかで行0は 雪解 の滴が トタン屋根 を忙 し くたた くの を

聞い た。(雪 後)

〈知覚状態描写〉

鯛 喬 は寝 なが ら,女 が此 方 を向 いて 着物 を着 てお るの を見 てい た。

見 なが ら彼 は 「さ,ど うだ。 これだ」 と自分 に確 めてい た。(あ る心)

(65)そ して,彼 は,予 期 した とお り,吹 き とば されて小 犬 の ように雪 の

上 をころが った。見事 な敗 北 だった。彼 は雪 の上 に伏 した ままで,風W

の音 を聞いていた。火 口壁 に衝 突 して起 る音,雪 面 を摩擦 して起 る音,

遠 い音,近 い音,あ らゆ る風 の音 の中 に混 って,空 高 くか ら聞えて来

る音が あ った。(孤 高)

この ような例 を 〈知覚描写〉 とす るな らば,話 者 自身の知 覚現象 につ いて も,

(s6)のように 「見 える」 では な く,「見 る」 を用 い るな らば,〈 知覚描 写〉 と して よ

いで あろ う。

㈹ 私 は彼方 か ら肥 った女 の人 を乗せ た一 台の悼 の来 るの を何気 な く見

ていた。女 の人 は四十以上 に見 えた。はっ き りした眼鼻立 ちの色 白で,

でっぷ りと肥 った,如 何 に も豊 かな感 じの人だ った。(冬 の往)

問題 は,身 体 的動作 の 「見 る,聞 く」 と知覚現象 の 「見 る,聞 く」 を裁然 と分

けるこ とがで きるのか どうか,ま た,両 者 を別語扱 い と して語 彙分類 を隔 てるべ

きか,一 種 の用法 の違 いの レベ ルに とどめるべ きか,な どであ る。 ここでは,そ

の典型 的な例 を もって語彙分類 としてお くことにす る。

以上 を整理 して一般化 した記 述 は以下 の ようになる。

口紬灘馨欝砺 一一一「
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知覚 表 出動詞 との間の ボイス対 立 につい ては,や は り3.2で 述 べ た文機 能論 的

ボイス対立 となる。

㈲ 知 覚表出動 詞 一 知覚描写動詞

[Ex]に[Ob]が 聞 こえる 一[Ex]が[Ob]を 聞 く

[Ex]に[Ob]が 見 える 一[Ex]が[Ob]を 見 る

知覚表 出動詞 の経験者格 はこ格 で表れ るので,こ こで はそれ を記 してお いた。

圃 ～㈹ の各用例 を知 覚表 出動 詞の構文 に換 え ると,以 下の ようになる。

(62)'良 人 には今度 は明か に細 君 の眼 の光 ったのが見 えた。

(63)'行0に は雪解 の滴 が トタ ン屋 根 を忙 しくたた くのが聞 こえた。

(64}'喬 には,女 が此 方 を向いて 着物 を着 てお るのが見 えてい た。

(ss)'彼 には,風 の音 が聞 こえてい た。

いずれ も,経 験者格が 第3人 称 であ るので,文 機能 について は,前 二者が 〈知

覚事象描 写〉で後二者が 〈知覚状態描 写〉 で ある点 は変 わ らない。

5.お わ りに

本稿 で は,1節 は筆者 が これ まで に述べ てい る感 晴動詞分類 の再説 であ り,新

た に主 張す る論 点 は2節,3節 にて述べ た。2節 では,感 情描写動詞文 が第1人

称経験者格 を取 り,な お かつ動詞 がテ イル形であ って も,そ の文 を 〈感情 表出〉

とみ なす こ とはで きず,〈 感 情描 写〉で あ る とい う ことを述 べ た。3節 で は,感

情描写動詞 の文 法的特徴 につ いて,多 岐 にわた って論 じたが,主 に,感 情表 出動

詞 とのボ イス的対立 とテ ンス的対立 に関す る先行研 究 に対 して,記 述 的 な立場 か

らの批 判 を述 べ た。 その 中で新 たに提 示 した一 つ の論 点 は,「 文機 能論 的 ボイス

対立」 とい う現 象 を指摘 した ことであ る。その内容 の詳細,及 びその他 の論 点 に

ついては,各 小節 におい て尽 きているので,こ こで は省 略す る。

後半 の4節 は感1青描 写動 詞 の語彙 ・用例 な どを記 述す るこ とを目的 とする もの

であ り,特 に結論 に相 当す る ものはないが,そ の どの内容 におい て も,前 半 で論

じた文法 的特徴 を個 々の事例 を もって裏付 ける ものであ る。
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付記

本稿 は拙著(2000b)『 日本語 の述語 と文機i能』 で今後 の課題 と して残 した論 述

に相 当 し(同P.273),同 書 の4.5節 として収 め られ るべ き節 を追補 す る こ とを

意図 して執筆 した ものである。 その意味で は,同 書 の第4章 で詳述 してい る 「感

情表 出動 詞」,「感 情変化動詞」 と対比 され,体 系的 な位 置づ けの も とに読 まれ る

こ とを望 む もので ある。 また,本 稿 をなす に当 た り,大 阪外 国語大 学 ・三原健 一

教授 より有益 なコメ ン トを頂 いた。深 く感謝 致 します。

注

*1感 情動詞分類 については,山 岡(1998)で 提案 し,そ の後,同(2000a),同(2000b)で

も言及 している。

*2堀 川(1992),吉 永(1997),三 原(1999),同(2000)な どの先行研 究では 「心理動詞」

とい う呼称が用い られているが,筆 者 は感情形容詞 との共通性 に注 目 し,両 者 に連続

する現象 を説明す るために 「感情動詞」 と呼 んでいる。 また,カ バー してい る範囲 も

異 な り,先 行研 究の 「心理動詞」 は,本 稿 の情意動詞 にほぼ相当 し,思 考 ・感覚 ・知

覚の各動詞 を含 んでいないので,「 感情動詞」の方が範囲が広 い ことになる。一般 的

には,「 感情」 より 「心理」の方が広義 と思 われるが,文 法用語 としての 「感情」 は,

感覚形容詞が感情形容詞 に含 まれるなど,も ともと広義 に用 い られてお り,そ れを動

詞 に も拡大 して用 いることには必然性がある と判断 した。

*3名 詞句 の述語 に対す る意味関係 として,本 稿では意味格 を用 いる。今 日で は変形文

法 に取 り込 まれた意味役割が一般的だが,筆 者の一連の研究では格文法 にお ける基礎

的な体系 で十分 である。本稿 で主 に用い るのは,経 験者格(Experiencer:略 称Ex),対

象格(Object:略 称Ob),原 因格(Cause:略 称Ca)で ある。

*4以 前 には 「発話 ・伝達 のモ ダリティ」 などと称 されていた範疇,す なわち話者が発

話 に際 して各文 に担 わせてい る対人的機能 を,筆 者 は文機能 と呼ぶ。モ ダリティが実

質的に形式範疇であるの に対 し,文 機能 は特定の言語形式 に依存せず,文 を構成する

構造的要素群か ら複合的 に発生す る意味範疇である。〈命令〉や 〈意志表出〉と並 んで,

〈属性叙述〉,〈事象描写〉,〈感情表出〉 な ど,特 定 の文末形式 に対応 しない機能的意

味 も対等 に文機i能として扱 う。山岡(2000b)で 詳 しく論 じている。

*5例 文 中の+[1]EXは,形 式上表れていないが,実 際 の発話 においては含意 されて

い る,名 詞句相 当の人称意味(ロ ーマ数字)と 意味格(添 え字)を 表示 している。

*6筆 者 は山岡(2000b)1.3.5で,い わゆ るハ ガ構 文 「象 は鼻 が長い」 の 「鼻が」 の よ

うに,主 題(こ こで は 「象 は」)の 部分 に当たるガ格名詞句 を 「部分 ガ格」 と呼 んで

い る。次 に,感 情性述語 は必ず経験者格 を取 るが,感 覚形容詞,感 覚動詞 は,経 験者

格の部分ガ格 として,肉 体部分の名詞句 を取 るとい う文法的特徴 によって規定 される。

*7時 制辞に下接す る接辞の ことを筆者は付加辞 と呼 んでいる。モダ リテ ィ付加辞 は,

推量 ・伝 聞などを表す 「そ うだ,よ うだ,ら しい,だ ろう」などを指す(山 岡(2000b)

1.1.2)。 兆候や様態の 「そ うだ」 は時制辞 に下接 しないので付加辞ではない。

*8筆 者 は,ア スペ ク ト意味の名称 として 「～相」 を用いてい る。継続動詞のテイル形
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の意味 を 「継続状態相」,瞬 間動詞(変 化動詞)の テイル形の意味 は 「結果状態相」

と呼 んでいる。詳細 は別稿 に譲 る。

*9す る と,思 考描写動詞 としての 「思 う,考 える」は補文 を承 けない ことになるので,

定義上,思 考動詞ではな く,情 意動詞 に分類 されるこ とになる。 しか し,① の構文の

場合 と,③ の構文の場合 とを同音異義語 とみなすのに も無理があ り,結 局,各 語彙の

思考表出用法,思 考描写用法の ような扱い と して,両 範疇 にまたがって属す もの とし,

当該語彙 として 「補文 を承 ける」 ことがで きる もの とした。

*10「 じれる,悩 む」 は山岡(2000b)4.3.2.1に おいて,情 意表 出動詞の語彙 として も挙

げてい る(P.192)。 この二語 は,独 立語文 としての用法で は 〈感情表出〉となる語彙で,

原因格名詞句 を伴 う述語 としての用法 では 〈感情描写〉に しかな らない。 ここでは両

範疇 にまたがって属す るもの とし,用 法 によって類別 されるもの とす る。「落 ち着 く,

迷 う」 などもこれに類す るもの と考 えられる。

用例出典

出典の略号 をカッコ内 に示す。出典 を明記 しない ものは作例。用例 中の 〔 〕 は引用者

による補い。(引 用順)

(友情)武 者小路実篤 「友情」,(袈 裟)芥 川龍之介 「袈裟 と盛遠」,(エ デ ィ)筒 井康隆 「エ

デ ィプスの恋人」,(こ ころ)夏 目漱石 「こころ」,(一 瞬)沢 木耕太郎 「一瞬の夏」,(さ ぶ)

山本周五郎 「さぶ」,(若 き)藤 原正彦 「若 き数学者のアメリカ」,(人 間)太 宰治 「人間失

格」,(塩 狩峠)三 浦綾子 「塩狩峠」,(あ す なろ)井 上靖 「あす なろ物語」,(太 郎)曾 野綾

子 「太郎物語」,(二 十歳)高 野悦子 「二十歳の原点」,(青 春)石 川達 三 「青春 の蹉跣」,

(人民)星 新 一 「人民は弱 し,官 吏は強 し」,(沈 黙)遠 藤周作 「沈黙」,(楡 家)北 杜夫 「楡

家の人 びと」,(二 十四)壼 井栄 「二十四の瞳」,(路 傍)山 本有三 「路傍の石ゴ,(金 閣寺)

三島由紀夫 「金閣寺」,(風 立)堀 辰雄 「風立ちぬ」,(華 岡)有 吉佐和子 「華 岡清洲の妻」,

(世界)村 上春樹 「世界の終 りとハ ー ドボイル ド ・ワンダーラン ド」,(山 本)阿 川弘之 「山

本五十六」,(運)芥 川龍之介 「運」,(越 前)水 上勉 「越前竹人形」,(痴 人)谷 崎潤一郎 「痴

人の愛」,(泥 淳)梶 井基次郎 「泥淳」,(孤 高)新 田次郎 「孤高の人」,(冬 の蝿)梶 井基次

郎 「冬 の蝿」,(ビ ルマ)竹 山道雄 「ビルマの竪琴」,(砂 の女)安 部公房 「砂の女」,(錦 繍)

宮本輝 「錦繍」,(好 人物)志 賀直哉 「好人物の夫婦」,(雪 後)梶 井基次郎 「雪後」,(あ る

心)梶 井基次郎 「ある心の風景」,(冬 の往)志 賀直哉 「冬の往来」以上,『CD--ROM版 ・

新潮文庫の100冊 』 より

参考 文 献

金 田一 春彦(1950)「 国語動 詞 の 一分類 」 『國語 學』 第15集(金 田一編(1976)所 収5-26)

編(1976)『 日本語 動 詞 の アスペ ク ト』 む ぎ書房

工藤 真 由美(1995)『 ア スペ ク ト ・テ ンス体 系 とテ クス ト』 ひつ じ書房

中右 実(1987)「 説 明理 論 の ため のモ ダ リテ ィの概 念 」 モ ダ リテ ィ研 究会 レジメ

(1994)『 認 知 意 味論 の原 理』 大修 館 書 店

(1999)「 モ ダ リテ ィを ど う捉 えるか」 『言 語』 第28巻 第6号 大 修館 書 店26-33

堀 川智 也(1992)「 心理 動 詞 の アスペ ク ト」 『北 海道 大 学言 語 文化 部紀 要』21187-202

三原 健一(1999)「 日本 語 心 理動 詞 の非 非対 格 性 」 『日本 語 ・日本 文 化研 究 』 第9号 大 阪外

(53}



国語 大学 日本語 講座45-59

(2000)「 日本 語 心理 動 詞 の 適切 な扱 い に向 け て」r日 本 語 科 学』 第8号 国立 国

語研 究所54-75

森 山卓 郎(1983)「 動 詞 の アスペ クチ ュア ル な素性 につ い て」 『待 兼 山論叢 』17文 学 篇1-22

山岡 政紀(1998)「 感 情 表 出動詞 文 の分 類 と語 彙 」 『日本 語 日本文 学 』 第8号 創価 大 学 日

本語 日本 文 学会(1)一(切

(1999)「 感 情 表 出動 詞 の文 法 的特 徴 」 『日本 語 日本 文学』 第9号 創価 大 学 日本

語 日本文 学 会 ㈲ 一㈲

(2000a)「 感 情 変化 動詞 の語 彙 と文 法 的特 徴 」 『日本語 日本 文 学』 第10号 創価 大

学 日本語 日本文 学 会 ㈱ 一㈹

(2000b)『 日本 語 の述 語 と文 機i能』(主 と して,1.3「 格 助 詞 と意 味格 」,2.4「 日

本語 の文 機 能 の概観 」,第4章 「感 情動 詞文 の機 能論」 に関連)

吉永 尚(1997)「 心 理動 詞 の意味 規 定 とその特性 につ い て」 『日本語 ・日本 文化 研 究』 第7

号 大 阪外 国語 大 学 日本語 講 座81-98

Vendler,Zeno(1967)LinguisticinPhilosophy:CornellUniversityPress

(や まお か ・ま さ き,本 学 助 教 授)

(54)


